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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成方法であって、
　無線端末のユーザカードから第１ＭＣＣ(モバイルカントリーコード）を取得するステ
ップと、
　前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定
するステップと、
　前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記
無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するステップと、
を具備し、
　前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定
するステップは、
　ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報との間のプリセットの対応関
係に従って、前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成
情報を決定するステップを具備し、
　前記方法は、前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用すること
により、前記無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するス
テップの後に、
　前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから前記ワイヤレスネット
ワークに対応する第３ＭＣＣを取得するステップと、
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　前記第３ＭＣＣを前記第１ＭＣＣと比較するステップと、
　前記第３ＭＣＣが前記第１ＭＣＣと不整合であるならば、前記ＭＣＣとワイヤレスロー
カルエリアネットワーク構成情報との間の前記対応関係に従って、前記第３ＭＣＣに対応
する第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定し、前記第３ワイヤレス
ローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記無線端末のためのワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するステップと、
をさらに具備し、
　ワイヤレスローカルエリアネットワークは、IEEE802.11規格を使用したネットワークで
あり、
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報は、ネットワーク規格の種類と、各々
の国において周波数帯域上に存在する利用可能なチャネルを示す情報と、を含むことを特
徴とする方法。
【請求項２】
　無線端末であって、
　前記無線端末のユーザカードから第１ＭＣＣ(モバイルカントリーコード）を取得し、
前記第１ＭＣＣを決定ユニットへ送信するように構成されている、取得ユニットと、
　前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定
し、前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を構成ユニットへ送信する
ように構成されている、前記決定ユニットと、
　前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用して、前記無線端末の
ためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するように構成されている、前
記構成ユニットと、
を具備し、
　前記決定ユニットは、ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報との間
のプリセットの対応関係に従って、前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエ
リアネットワーク構成情報を決定するようにさらに構成され、
　前記無線端末は、前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから前記
ワイヤレスネットワークに対応する第３ＭＣＣを取得し、前記第３ＭＣＣを前記決定ユニ
ットへ送信するように構成されている、第２受信ユニットをさらに具備し、
　前記決定ユニットは、前記第３ＭＣＣを前記第１ＭＣＣと比較するようにさらに構成さ
れ、前記第３ＭＣＣが前記第１ＭＣＣと不整合であるならば、前記決定ユニットは、前記
ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報との間の前記対応関係に従って
、前記第３ＭＣＣに対応する第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定
し、前記第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を前記構成ユニットへ送信
し、前記構成ユニットは、前記第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使
用することにより、前記無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を
実行し、
　ワイヤレスローカルエリアネットワークは、IEEE802.11規格を使用したネットワークで
あり、
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報は、ネットワーク規格の種類と、各々
の国において周波数帯域上に存在する利用可能なチャネルを示す情報と、を含むことを特
徴とする無線端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信技術に関し、より具体的には、ワイヤレスローカルエリアネットワーク構
成(configuration)方法及び無線端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信技術の発展に伴い、端末デバイスにワイヤレス互換認証(Wireless Fidelity, 略し
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てWi-Fi)機能などのワイヤレスローカルエリアネットワーク(ワイヤレスローカルエリア
ネットワーク, WLAN)機能、Bluetooth（登録商標）機能、無線周波数機能、及び、エアマ
ウス機能といったさらなる技術が組み込まれている。先の全ての応用技術は、同一周波数
帯、例えば2.4 GHzで動作し、それゆえ、相互干渉が発生しうる。従来技術において、オ
ペレータは、無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を手動で実行
している。
【０００３】
　しかし、先の前記無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成の操作
は複雑であり、誤りを犯しやすく、それにより構成効率や信頼性が低下する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の多数の特徴に従って、構成効率と信頼性の改善されたワイヤレスローカルエリ
アネットワーク構成方法及び無線端末が提供される。
【０００５】
　本発明の特徴の１つに従う、
　無線端末のユーザカードから第１ＭＣＣ(モバイルカントリーコード）を取得するステ
ップと、
　前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定
するステップと、
　前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記
無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するステップと、
を具備するワイヤレスローカルエリアネットワーク構成方法が提供される。
【０００６】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、前記第１ＭＣＣに対応
する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定するステップが、具体的
には、
　ＭＣＣと、ワイヤレス互換認証Wi-Fiカントリーコードとの間のプリセットの対応関係
に従って、前記第１ＭＣＣに対応する第１Wi-Fiカントリーコードを決定するステップと
、
　Wi-Fiカントリーコードと、ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報との間の
プリセットの対応関係に従って、前記第１Wi-Fiカントリーコードに対応する第１ワイヤ
レスローカルエリアネットワーク構成情報を決定するステップをさらに提供する。
【０００７】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、
　前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより前記無
線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するステップの後に、
　前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから、前記無線端末に対応
する第２ＭＣＣを取得するステップと、
　前記ＭＣＣとWi-Fiカントリーコードとの間の前記対応関係に従って、前記第２ＭＣＣ
に対応する第２Wi-Fiカントリーコードを決定するステップと、
　前記第２Wi-Fiカントリーコードを前記第１Wi-Fiカントリーコードと比較するステップ
と、
　前記第２Wi-Fiカントリーコードが、前記第１Wi-Fiカントリーコードと不整合であるな
らば、前記Wi-Fiカントリーコードとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報と
の間の前記対応関係に従って、前記第２Wi-Fiカントリーコードに対応する第２ワイヤレ
スローカルエリアネットワーク構成情報を決定するステップと、
　前記第２ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記
無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するステップと、
をさらに提供する。
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【０００８】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、
　前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定
する前記ステップは、具体的には、
　ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報との間のプリセットの対応関
係に従って、前記第１ＭＣＣに対応する前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク
構成情報を決定するステップであることをさらに提供する。
【０００９】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、
　前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記
無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行する前記ステップの
後に、
　前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから前記無線端末に対応す
る第３ＭＣＣを取得するステップと、
　前記第３ＭＣＣを前記第１ＭＣＣと比較するステップと、
　前記第３ＭＣＣが前記第１ＭＣＣと不整合であるならば、前記ＭＣＣとワイヤレスロー
カルエリアネットワーク構成情報との間の前記対応関係に従って、前記第３ＭＣＣに対応
する第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定するステップと、
　前記第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記
無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するステップと、
をさらに提供する。
【００１０】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、
　前記ワイヤレスローカルエリアネットワークは、Wi-Fiネットワークであり、
　前記ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報は、オプションのWi-Fiネットワ
ークチャネル情報と、オプションのWi-Fiネットワーク規格と、を具備することをさらに
提供する。
【００１１】
　本発明の他の特徴に従って、
　前記無線端末のユーザカードから第１ＭＣＣ(モバイルカントリーコード）を取得し、
前記第１ＭＣＣを決定ユニットへ送信するように構成されている、取得ユニットと、
　前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定
し、前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を構成ユニットへ送信する
ように構成されている、前記決定ユニットと、
　前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用して、前記無線端末の
ためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するように構成されている、前
記構成ユニットと、
を具備する無線端末が提供される。
【００１２】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、
　前記決定ユニットは、
　ＭＣＣとワイヤレス互換認証Wi-Fiカントリーコードとの間のプリセットの対応関係に
従って、前記第１ＭＣＣに対応する第１Wi-Fiカントリーコードを決定し、Wi-Fiカントリ
ーコードとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報との間のプリセットの対応関
係に従って、前記第１Wi-Fiカントリーコードに対応する第１ワイヤレスローカルエリア
ネットワーク構成情報を決定する
ように特に構成されていることをさらに提供する。
【００１３】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、
　前記無線端末は、第１受信ユニットをさらに具備し、前記第１受信ユニットは、
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　前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから、前記無線端末に対応
する第２ＭＣＣを取得し、前記第２ＭＣＣを前記決定ユニットへ送信するように構成され
、
　前記決定ユニットは、前記ＭＣＣとWi-Fiカントリーコードとの間の前記対応関係に従
って、前記第２ＭＣＣに対応する第２Wi-Fiカントリーコードを決定し、前記第２Wi-Fiカ
ントリーコードを前記第１Wi-Fiカントリーコードと比較し、前記第２Wi-Fiカントリーコ
ードが前記第１Wi-Fiカントリーコードと不整合であるならば、前記Wi-Fiカントリーコー
ドとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報との間の前記対応関係に従って、前
記第２Wi-Fiカントリーコードに対応する第２ワイヤレスローカルエリアネットワーク構
成情報を決定し、前記第２ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を前記構成ユ
ニットへ送信するようにさらに構成され、
　前記構成ユニットは、前記第２ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用
することにより、前記無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実
行するようにさらに構成されていることをさらに提供する。
【００１４】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、
　前記決定ユニットは、ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報との間
のプリセットの対応関係に従って、前記第１ＭＣＣに対応する前記第１ワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク構成情報を決定するように特に構成されていることをさらに提供す
る。
【００１５】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、
　前記無線端末は、第２受信ユニットをさらに具備し、
　前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから前記無線端末に対応す
る第３ＭＣＣを取得し、前記第３ＭＣＣを前記決定ユニットへ送信するように構成され、
　前記決定ユニットは、前記第３ＭＣＣを前記第１ＭＣＣと比較し、前記第３ＭＣＣが前
記第１ＭＣＣと不整合であるならば、前記ＭＣＣと、ワイヤレスローカルエリアネットワ
ーク構成情報との間の前記対応関係に従って、前記第３ＭＣＣに対応する第３ワイヤレス
ローカルエリアネットワーク構成情報を決定し、前記第３ワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク構成情報を前記構成ユニットへ送信するようにさらに構成され、
　前記構成ユニットは、前記第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用
することにより、前記無線端末のためのワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実
行するようにさらに構成されていることをさらに提供する。
【００１６】
　先述の特徴および任意の可能な実装方法に従って、実装方法は、
　前記ワイヤレスローカルエリアネットワークは、Wi-Fiネットワークであり、
　前記ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報は、オプションのWi-Fiネットワ
ークチャネル情報と、オプションのWi-Fiネットワーク規格と、具備することをさらに提
供する。
【００１７】
　本発明の前記実施形態における先述した技術的ソリューションから、第１ＭＣＣは、無
線端末のユーザカードから取得され、その後、前記第１ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク構成情報を使用することにより前記無線端末のためにワイヤレスローカルエリアネ
ットワーク構成が実施されるように、前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカル
エリアネットワーク構成情報が決定されることは、理解し得る。したがって、無線端末の
ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成の操作が複雑であり、誤りを犯しやすいとい
う従来技術における問題点が解消され、構成効率及び信頼性が改善される。
【００１８】
　本発明の実施形態における技術的ソリューションをより明確に説明するために、以下で
実施形態や従来技術を説明するために必要な図面を紹介する。以下の説明において、添付



(6) JP 6399408 B2 2018.10.3

10

20

30

40

50

の図面は本発明の実施形態を示しているが、当業者は添付の図面は創造的努力することな
く、これらの添付図面から他の図面を導き出し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態に従うワイヤレスローカルエリアネットワーク構成方法の説明
フローチャートである。
【図２】本発明の他の実施形態に従うワイヤレスローカルエリアネットワーク構成方法の
説明フローチャートである。
【図３】本発明の他の実施形態に従うワイヤレスローカルエリアネットワーク構成方法の
説明フローチャートである。
【図４】本発明の他の実施形態に従うワイヤレスローカルエリアネットワーク構成方法の
説明フローチャートである。
【図５】本発明の他の実施形態に従うワイヤレスローカルエリアネットワーク構成方法の
説明フローチャートである。
【図６】本発明の他の実施形態に従う無線端末の説明構成図である。
【図７】本発明の他の実施形態に従う無線端末の説明構成図である。
【図８】本発明の他の実施形態に従う無線端末の説明構成図である。
【図９】本発明の他の実施形態に従う無線端末の説明構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の実施形態の目的、技術的ソリューション、及び利点を明確にするために、以下
では、本発明の実施形態における添付の図面を参照しながら本願の実施形態における技術
的ソリューションを明確に且つ完全に説明する。説明される実施形態は、本発明の実施形
態の全てではなく単なる一部である。創造的努力なしに、本発明の実施形態に基づき当業
者により得られる他の全ての実施形態は、本発明の保護範囲に含まれる。
【００２１】
　本発明の技術的ソリューションは、例えば、移動体通信のためのグローバルシステム(G
lobal System for Mobile Communications, 略してGSM（登録商標）)ネットワーク、ジェ
ネラルパケット無線サービス(General Packet Radio Service, 略してGPRS)システムネッ
トワーク、符号分割多元接続(Code Division Multiple Access, 略してCDMA)システムネ
ットワーク、CDMA2000システムネットワーク、ワイドバンド符号分割多元接続(Wideband 
Code Division Multiple Access,略してWCDMA（登録商標）)システムネットワーク、ロン
グタームエボリューション(Long Term Evolution, 略してLTE)システムネットワーク、及
び、ワイマックス(World Interoperability for Microwave Access, 略してWiMAX)システ
ムネットワークなどの、種々のワイヤレスネットワークに適用できる。
【００２２】
　本発明の実施形態における無線端末は、移動電話、携帯情報端末(Personal Digital As
sistant, 略してPDA)、無線ハンドヘルドデバイス、無線ネットブック、パーソナルコン
ピュータ、データカード、叉は、マシンツーマシン(Machine to Machine, 略してM2M)無
線モジュールなどを含むが、これらに限定されない。
【００２３】
　加えて、この明細書における「及び／又は」という用語は、説明している関連する対象
の単に組み合わせ関係を説明しており、３つの関係を表示する。例えば「Ａ及び／又はＢ
」は、以下の３つの場合を示す：Ａのみ存在、Ａ及びＢが存在、そして、Ｂのみ存在。加
えて、本明細書における文字「／」は、通常、関連する対象間の「又は」の関係を示して
いる。
【００２４】
　図１は、本発明の実施形態に従う、ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成方法の
フローチャートである。
【００２５】



(7) JP 6399408 B2 2018.10.3

10

20

30

40

50

　ステップ１０１：無線端末のユーザカードから第１モバイルカントリーコード(Mobile 
Country Code, MCC)を取得する。
【００２６】
　ステップ１０２：前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワー
ク構成情報を決定する。
【００２７】
　ステップ１０３：前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用する
ことにより、前記無線端末のワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行する。
【００２８】
　ステップ１０１から１０３は、前記無線端末により実行されうる。
【００２９】
　前記ユーザカードは、ＧＳＭ（登録商標）ネットワークやＧＰＲＳシステムネットワー
クにおけるシム(Subscriber Identity Module, 略してSIM)カード、ＣＤＭＡシステムネ
ットワークにおけるユーザ識別モジュール(User Identity Module, 略してUIM)カード、C
DMA2000システムネットワーク又はワイドバンド符号分割多元接続(Wideband Code Divisi
on Multiple Access, 略してWCDMA（登録商標）)システムネットワークにおけるユニバー
サルシム(Universal Subscriber Identity Module, 略してUSIM)カード、などを含みうる
がこれらに限定されるものではない。
【００３０】
　オプションとして、この実施形態の実施可能な方法において、前記ワイヤレスローカル
エリアネットワークは、Wi-Fiネットワークであってよく、対応して、前記ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク構成情報は、オプションのWi-Fiネットワークチャネル情報お
よびオプションのWi-Fiネットワーク規格を含みうるがこれらに限定されるわけではない
。
【００３１】
　前記オプションのWi-Fiネットワークチャネル情報は、利用可能なチャネルを示す。ス
ペクトル割り当て及び使用制限は、世界的なオペレーションにおいて一致していない。Ｕ
ＳＡで使用されている規格では、2.4 GHz周波数帯上には１１のパス(1から11)が存在し、
中国では、他のパスが存在し１２のパス(1から12)であり、ほとんどのヨーロッパの国で
は、他に２つのパスが存在し１３のパス(1から13)である。さらには、日本では、他のパ
スが必要となり、１４のパス(1から14)である。
【００３２】
　前記オプションのWi-Fiネットワーク規格は、例えば、前記ワイヤレスローカルエリア
ネットワーク規格802.11a、前記ワイヤレスローカルエリアネットワーク規格802.11b、前
記ワイヤレスローカルエリアネットワーク規格802.11g、及び前記ワイヤレスローカルエ
リアネットワーク規格802.11nの少なくとも１つの利用可能なワイヤレスローカルエリア
ネットワーク規格のことを指す。
【００３３】
　具体的には、図２に示されているステップ102における前記無線端末は、以下を特に含
みうる。
【００３４】
　ステップ２０１：ＭＣＣとWi-Fiカントリーコード間のプリセットの対応関係（プリセ
ットコレスポンデンス）に従って、前記第１ＭＣＣに対応する第１Wi-Fiカントリーコー
ドを決定する。
【００３５】
　ステップ２０２：Wi-Fiカントリーコードとワイヤレスローカルエリアネットワーク構
成情報間のプリセットの対応関係に従って、前記第１Wi-Fiカントリーコードに対応する
第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定する。
【００３６】
　さらにオプションとして、図３に示されているように、ステップ１０３の後、前記無線
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端末は、以下をさらに含みうる：
【００３７】
　ステップ３０１：前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから前記
無線端末に対応する第２ＭＣＣを取得する。
【００３８】
　ステップ３０２：前記ＭＣＣとWi-Fiカントリーコード間の前記対応関係に従って、前
記第２ＭＣＣに対応する第２Wi-Fiカントリーコードを決定する。
【００３９】
　ステップ３０３：前記第２Wi-Fiカントリーコードを前記第１Wi-Fiカントリーコードと
比較する。
【００４０】
　ステップ３０４：前記第２Wi-Fiカントリーコードが前記第１Wi-Fiカントリーコードを
一致しなければ、前記Wi-Fiカントリーコードとワイヤレスローカルエリアネットワーク
構成情報間の前記対応関係に従って、前記第２Wi-Fiカントリーコードに対応する第２ワ
イヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定する。
【００４１】
　ステップ３０５：前記第２ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用する
ことにより、前記無線端末のワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行する。
【００４２】
　オプションとして、この実施形態の実施可能な方法において、前記ワイヤレスローカル
エリアネットワークは、Wi-Fiネットワークであってよく、対応して、前記ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク構成情報は、Wi-Fiカントリーコード、オプションのWi-Fiネッ
トワークチャネル情報、及びオプションのWi-Fiネットワーク規格を含みうるが、これら
に限定されるものではない。
【００４３】
　前記オプションのWi-Fiネットワークチャネル情報は、利用可能なチャネルを示す。ス
ペクトル割り当て及び使用制限は、世界的なオペレーションにおいて一致していない。Ｕ
ＳＡで使用されている規格では、2.4GHz周波数帯上には１１のパス(1から11)が存在し、
中国では、他のパスが存在し１２のパス(1から12)であり、ほとんどのヨーロッパの国で
は、他の２つのパスが存在し１３のパス(1から13)である。さらには、日本では、他のパ
スが必要となり、１４のパス(1から14)である。
【００４４】
　前記オプションのWi-Fiネットワーク規格は、例えば、前記ワイヤレスローカルエリア
ネットワーク規格802.11a、前記ワイヤレスローカルエリアネットワーク規格802.11b、前
記ワイヤレスローカルエリアネットワーク規格802.11g、及び前記ワイヤレスローカルエ
リアネットワーク規格802.11nの少なくとも１つの利用可能なワイヤレスローカルエリア
ネットワーク規格を示す。
【００４５】
　オプションとして、この実施形態の実施可能な方法において、図４に示されているよう
に、ステップ１０２において、前記無線端末は、以下を特に含みうる：
【００４６】
　ステップ４０１：ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間のプリセ
ットの対応関係に従って、前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク構成情報を決定する。
【００４７】
　さらにオプションとして、図５に示されているように、ステップ１０３の後に、前記無
線端末は、以下をさらに具備し得る：
【００４８】
　ステップ５０１：前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから第３
ＭＣＣを取得する。
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【００４９】
　ステップ５０２：前記第３ＭＣＣを前記第１ＭＣＣと比較する。
【００５０】
　ステップ５０３：前記第３ＭＣＣが前記第１ＭＣＣと一致しなければ、前記無線端末は
、ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間の前記対応関係に従って、
前記第３ＭＣＣに対応する第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定す
る。
【００５１】
　ステップ５０４：前記第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用する
ことにより、前記無線端末のワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行する。
【００５２】
　この実施形態において、第１MCCが、無線端末のユーザカードから取得され、前記第１
ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記無線端末の
ためにワイヤレスローカルエリアネットワーク構成が実行され得るように、その後、前記
第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報が決定される
。
【００５３】
　説明の簡単化のため、先述した方法の実施形態のそれぞれは、一連の動作の組み合わせ
として説明されている。しかし、本発明に従う一定のステップは、他の順序又は同時に実
行してもよいため、当業者であれば、本発明は説明された動作のシーケンスに限定される
ものではないことは理解し得る。さらに、当業者は、この明細書で説明されている実施形
態はあくまで例示であり、言及された動作やモジュールが本発明に必ずしも必要であると
は限らない。
【００５４】
　先述の実施形態において、それぞれの実施形態の記述は異なる重点を有している。実施
形態において説明されていないコンテンツは、他の実施形態における関連する記載を参照
してください。
【００５５】
　図６は、本発明の他の実施形態に従う無線端末の説明構成図である。図６に示されてい
るように、この実施形態の前記無線端末は、取得ユニット61と、決定ユニット62と、構成
ユニット63とを含みうる。前記取得ユニット61は、前記無線端末のユーザカードから第１
ＭＣＣを取得し、前記第１ＭＣＣを前記決定ユニット62へ送信するように構成され、前記
決定ユニット62は、前記第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワー
ク構成情報を決定し、前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情を前記構成
ユニット63に送信するように構成され、前記構成ユニット63は、前記第１ワイヤレスロー
カルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記無線端末のワイヤレスロー
カルエリアネットワーク構成を実行するように構成されている。
【００５６】
　前記ユーザカードは、ＧＳＭ（登録商標）ネットワークやＧＰＲＳシステムネットワー
クにおけるシム(Subscriber Identity Module, 略してSIM)カード、ＣＤＭＡシステムネ
ットワークにおけるユーザ識別モジュール(User Identity Module, 略してUIM)カード、C
DMA2000システムネットワーク又はワイドバンド符号分割多元接続(Wideband Code Divisi
on Multiple Access, 略してWCDMA（登録商標）)システムネットワークにおけるユニバー
サルシム(Universal Subscriber Identity Module, 略してUSIM)カード、などを含みうる
がこれらに限定されるものではない。
【００５７】
　オプションとして、この実施形態の実施可能な方法において、前記ワイヤレスローカル
エリアネットワークは、Wi-Fiネットワークであってよく、対応して、前記ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク構成情報は、オプションのWi-Fiネットワークチャネル情報お
よびオプションのWi-Fiネットワーク規格を含みうるがこれらに限定されるわけではない
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。
【００５８】
　前記オプションのWi-Fiネットワークチャネル情報は、利用可能なチャネルを示す。ス
ペクトル割り当て及び使用制限は、世界的なオペレーションにおいて一致していない。Ｕ
ＳＡで使用されている規格では、2.4 GHz周波数帯上には１１のパス(1から11)が存在し、
中国では、他のパスが存在し１２のパス(1から12)であり、ほとんどのヨーロッパの国で
は、他に２つのパスが存在し１３のパス(1から13)である。さらには、日本では、他のパ
スが必要となり、１４のパス(1から14)である。
【００５９】
　前記オプションのWi-Fiネットワーク規格は、例えば、前記ワイヤレスローカルエリア
ネットワーク規格802.11a、前記ワイヤレスローカルエリアネットワーク規格802.11b、前
記ワイヤレスローカルエリアネットワーク規格802.11g、及び前記ワイヤレスローカルエ
リアネットワーク規格802.11nの少なくとも１つの利用可能なワイヤレスローカルエリア
ネットワーク規格のことを指す。
【００６０】
　具体的には、前記決定ユニット62は、ＭＣＣとWi-Fiカントリーコード間のプリセット
の対応関係に従って、前記第１ＭＣＣに対応する第１Wi-Fiカントリーコードを決定し、W
i-Fiカントリーコードとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間のプリセット
の対応関係に従って、前記第１Wi-Fiカントリーコードに対応する第１ワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク構成情報を決定するように特に構成されている。
【００６１】
　さらに、オプションとして、図７に示されているように、この実施形態において提供さ
れる前記無線端末は、前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから、
前記無線端末に対応する第２ＭＣＣを取得し、前記第２ＭＣＣを前記決定ユニット62へ送
信するように構成されている第１受信ユニット71をさらに具備し得る。それに相応して、
前記決定ユニット62は、前記ＭＣＣとWi-Fiカントリーコード間の前記対応関係に従って
、前記第２ＭＣＣに対応する第２Wi-Fiカントリーコードを決定し、前記第２Wi-Fiカント
リーコードを前記第１Wi-Fiカントリーコードと比較し、前記第２Wi-Fiカントリーコード
が前記第１Wi-Fiカントリーコードと一致しなければ、前記Wi-Fiカントリーコードとワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間の前記対応関係に従って、前記第２Wi-Fi
カントリーコードに対応する第２ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定
し、前記第２ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を前記構成ユニット63へ送
信するようにさらに構成されてもよい。前記構成ユニット63は、前記第２ワイヤレスロー
カルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記無線端末のワイヤレスロー
カルエリアネットワーク構成を実行するように構成され得る。
【００６２】
　オプションとして、この実施形態の実施可能な方法において、前記ワイヤレスローカル
エリアネットワークは、Wi-Fiネットワークであってよく、対応して、前記ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク構成情報は、オプションのWi-Fiネットワークチャネル情報お
よびオプションのWi-Fiネットワーク規格を含みうるがこれらに限定されるわけではない
。
【００６３】
　オプションとして、この実施形態の実施可能な方法において、前記決定ユニット62は、
ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間のプリセットの対応関係に従
って、前記第１ＭＣＣに対応する前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情
報を決定するように特に構成されてもよい。
【００６４】
　さらにオプションとして、図８に示されているように、この実施形態において提供され
る前記無線端末は、前記無線端末によりアクセスされるワイヤレスネットワークから第３
ＭＣＣを取得し、前記第３ＭＣＣを前記決定ユニット62へ送信するように構成されている
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第２受信ユニット81をさらに具備し得る。それに相応して、前記決定ユニット62は、前記
第３ＭＣＣを前記第１ＭＣＣと比較し、前記第３ＭＣＣが前記第１ＭＣＣと一致しなけれ
ば、ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間の前記対応関係に従って
、前記第３ＭＣＣに対応する第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定
し、前記第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を前記構成ユニット63へ送
信するようにさらに構成されてもよい。前記構成ユニット63前記第３ワイヤレスローカル
エリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記無線端末のワイヤレスローカル
エリアネットワーク構成を実行するように構成してもよい。
【００６５】
　この実施形態において、無線端末は、取得ユニットを使用することにより、前記無線端
末のユーザカードから第１ＭＣＣを取得し、その後、構成ユニットが前記第１ワイヤレス
ローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記無線端末のワイヤレス
ローカルエリアネットワーク構成を実行し得るように、決定ユニットは、前記第１ＭＣＣ
に対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定する。したがって
、無線端末のワイヤレスローカルエリアネットワーク構成の操作が複雑であり、誤りを犯
しやすいという従来技術における問題点が解消され、構成効率及び信頼性が改善される。
【００６６】
　図９は、本発明の他の実施形態に従う無線端末の説明構成図である。図９に示されてい
るように、この実施形態の前記無線端末は、メモリ91と少なくとも１つのプロセッサ92を
具備し得る。前記メモリ91は、実行可能なプログラムコードを格納するように構成され、
前記プロセッサ92は、前記無線端末のユーザカードから第１ＭＣＣを取得し、ＭＣＣとワ
イヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間のプリセットの対応関係に従って、前記
第１ＭＣＣに対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定し、前
記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより前記無線端
末のワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行するように、前記メモリ 91に格
納されている前記実行可能なプログラムコードを読み出すことにより、前記実行可能なプ
ログラムコードに対応するプログラムを実行する。
【００６７】
　前記ユーザカードは、ＧＳＭ（登録商標）ネットワークやＧＰＲＳシステムネットワー
クにおけるシム(Subscriber Identity Module, 略してSIM)カード、ＣＤＭＡシステムネ
ットワークにおけるユーザ識別モジュール (User Identity Module, 略してUIM)カード、
CDMA2000システムネットワーク又はワイドバンド符号分割多元接続(Wideband Code Divis
ion Multiple Access, 略してWCDMA（登録商標）)システムネットワークにおけるユニバ
ーサルシム (Universal Subscriber Identity Module, 略してUSIM)カード、などを含み
うるがこれらに限定されるものではない。
【００６８】
　オプションとして、この実施形態の実施可能な方法において、前記ワイヤレスローカル
エリアネットワークは、Wi-Fiネットワークであってよく、対応して、前記ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク構成情報は、オプションのWi-Fiネットワークチャネル情報お
よびオプションのWi-Fiネットワーク規格を含みうるがこれらに限定されるわけではない
。
【００６９】
　前記オプションのWi-Fiネットワークチャネル情報は、利用可能なチャネルを示す。ス
ペクトル割り当て及び使用制限は、世界的なオペレーションにおいて一致していない。Ｕ
ＳＡで使用されている規格では、2.4 GHz周波数帯上には１１のパス(1から11)が存在し、
中国では、他のパスが存在し１２のパス(1から12)であり、ほとんどのヨーロッパの国で
は、他に２つのパスが存在し１３のパス(1から13)である。さらには、日本では、他のパ
スが必要となり、１４のパス(1から14)である。
【００７０】
　前記オプションのWi-Fiネットワーク規格は、例えば、前記ワイヤレスローカルエリア
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ネットワーク規格802.11a、前記ワイヤレスローカルエリアネットワーク規格802.11b、前
記ワイヤレスローカルエリアネットワーク規格802.11g、及び前記ワイヤレスローカルエ
リアネットワーク規格802.11nの少なくとも１つの利用可能なワイヤレスローカルエリア
ネットワーク規格のことを指す。
【００７１】
　具体的には、前記プロセッサ92は、ＭＣＣとWi-Fiカントリーコード間のプリセットの
対応関係に従って、前記第１ＭＣＣに対応する第１Wi-Fiカントリーコードを決定し、Wi-
Fiカントリーコードとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間のプリセットの
対応関係に従って、前記第１Wi-Fiカントリーコードに対応する第１ワイヤレスローカル
エリアネットワーク構成情報を決定するように特に構成されてもよい。
【００７２】
　さらにオプションとして、前記プロセッサ92は、前記無線端末からアクセスされるワイ
ヤレスネットワークから前記無線端末に対応する第２ＭＣＣを取得し、前記第２ＭＣＣを
前記プロセッサ92へ送信するようにさらに構成されてもよい。これに相応し、前記プロセ
ッサ92は、前記ＭＣＣとWi-Fiカントリーコード間の前記対応関係に従って、前記第２Ｍ
ＣＣに対応する第２Wi-Fiカントリーコードを決定し、前記第２Wi-Fiカントリーコードを
前記第１Wi-Fiカントリーコードと比較し、前記第２Wi-Fiカントリーコードが前記第１Wi
-Fiカントリーコードと一致しなければ、前記Wi-Fiカントリーコードとワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク構成情報間の前記対応関係に従って、前記第２Wi-Fiカントリーコ
ードに対応する第２ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定し、前記第２
ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を前記プロセッサ92へ送信するようにさ
らに構成されてもよい。前記プロセッサ92は、前記第２ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク構成情報を使用することにより、前記無線端末のワイヤレスローカルエリアネット
ワーク構成を実行するように構成されてもよい。
【００７３】
　オプションとして、この実施形態の実施可能な方法において、前記ワイヤレスローカル
エリアネットワークは、Wi-Fiネットワークであってよく、対応して、前記ワイヤレスロ
ーカルエリアネットワーク構成情報は、オプションのWi-Fiネットワークチャネル情報お
よびオプションのWi-Fiネットワーク規格を含みうるがこれらに限定されるわけではない
。
【００７４】
　オプションとして、この実施形態の実施可能な方法において、前記プロセッサ92は、Ｍ
ＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間のプリセットの対応関係に従っ
て、前記第１ＭＣＣに対応する前記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報
を決定するように特に構成されてもよい。
【００７５】
　さらなるオプションとして、前記プロセッサ92は、前記無線端末によりアクセスされる
ワイヤレスネットワークから第３ＭＣＣを取得し、前記第３ＭＣＣを前記プロセッサ92に
送信するようにさらに構成されてもよい。それに相応し、前記プロセッサ92は、前記第３
ＭＣＣを前記第１ＭＣＣと比較し、前記第３ＭＣＣが前記第１ＭＣＣと一致しなければ、
ＭＣＣとワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報間の前記対応関係に従って、前
記第３ＭＣＣに対応する第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定し、
前記第３ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を前記プロセッサ92へ送信する
ようにさらに構成されてもよい。前記プロセッサ92は、前記第３ワイヤレスローカルエリ
アネットワーク構成情報を使用することにより、前記無線端末のワイヤレスローカルエリ
アネットワーク構成を実行するように構成されてよい。
【００７６】
　この実施形態において、無線端末は、プロセッサを使用することにより前記無線端末の
ユーザカードから第１ＭＣＣを取得し、その後前記プロセッサは、前記プロセッサが、前
記第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を使用することにより、前記無線
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端末のワイヤレスローカルエリアネットワーク構成を実行できるように、前記第１ＭＣＣ
に対応する第１ワイヤレスローカルエリアネットワーク構成情報を決定する。したがって
、無線端末のワイヤレスローカルエリアネットワーク構成の操作が複雑であり、誤りを犯
しやすいという従来技術における問題点が解消され、構成効率及び信頼性が改善される。
【００７７】
　先述のシステム、装置、ユニットの動作処理の詳細は、当業者であれば、先述の方法の
実施形態における対応する処理を参照し得ることは明確に理解し得るため、簡便性及び簡
易な説明のために、ここでは再び詳細に説明することはしない。
【００７８】
　本発明において提供されるいくつかの実施形態において、開示されたシステム、装置、
及び方法は、他の方法において実施しうることを理解すべきである。例えば、説明した装
置の実施形態は、単なる例示である。例えばユニット区分は、単に論理機能区分であり、
実際の実施における他の区分であってもよい。例えば、複数のユニット又は構成要素は、
組み合わせ又は他のシステムに組込まれてもよく、また、いくつかの特徴は無視又は実行
しなくてもよい。さらに、提示された又は説明された相互カップリングまたは直接カップ
リング又は通信コネクタは、いくつかのインターフェースを通じて実装されてもよい。装
置またはユニット間の間接カップリング又は通信コネクタは、電気的、機械的、又は他の
形式によって実装されてもよい。
【００７９】
　分離部分として説明されたユニットは、物理的に分離していてもしていなくてもよく、
ユニットとして提示された部分は、物理的ユニットであってもそうでなくてもよく、一つ
の場所に配置されても、複数のネットワークユニット上に分散されてもよい。前記ユニッ
トの一部又はすべては実際の必要性により選択され、前記実施形態のソリューションの目
的を達成し得る。
【００８０】
　さらに、本発明における機能ユニットは、一つの処理ユニットに組み込まれ、またはそ
れぞれのユニットが単独で物理的に存在し、又は２つ以上のユニットが１つのユニットと
して組み込まれてもよい。前記組み込まれたユニットは、ソフトウェア機能ユニットに加
えてハードウェアの形式で実装されてもよい。
【００８１】
　先述の組み込まれるユニットがソフトウェア機能ユニットの形式により実装される場合
、前記組み込まれるユニットは、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体に格納される。前
記ソフトウェア機能ユニットは、記憶媒体に格納され、コンピュータデバイス（パーソナ
ルコンピュータ、サーバ、又はネットワークデバイス）又はプロセッサに、本発明の実施
形態において説明された方法のステップの一部を実行するように指示するためのいくつか
の命令を具備している。先述の記憶媒体は、USBフラッシュドライブ、リムーバルハード
ディスク、リードオンリーメモリ(Read-Only Memory, ROM)、ランダムアクセスメモリ(Ra
ndom Access Memory, RAM)、磁気ディスク、又は光学ディスクなどの、プログラムコード
を格納可能な任意のメディアを具備している。
【００８２】
　最後に、先述の実施形態は本願の技術的ソリューションを説明することを目的として記
載したものに過ぎず、本発明を限定するものではない。本発明は実施形態を参照しながら
詳細に説明されてきたが、当業者であれば、先述の実施形態において説明された技術的ソ
リューションを修正し、又はいくつかの技術的特徴の等価な代替品を、本発明の精神及び
範囲から逸脱することなく作成しうることは理解すべきである。
【符号の説明】
【００８３】
　６１　　　取得ユニット
　６２　　　決定ユニット、
　６３　　　構成ユニット
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　７１　　　第１受信ユニット
　９１　　　メモリ
　９２　　　プロセッサ

【図１】

【図２】

【図３】
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